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助成金による中小企業支援
 両立支援等助成金（不妊治療両立支援コース）
不妊治療のために利用可能な休暇制度・両立支援制度（①不妊治療のための休暇制度（特定目的・
多目的とも可)、②所定外労働制限、③時差出勤、④短時間勤務、⑤フレックスタイム制、⑥テレワーク）
の利用しやすい環境整備に取り組み、不妊治療を行う労働者の相談に対応し、休暇制度・両立支援制
度（上記①～⑥）を労働者に利用させた中小企業事業主

（１）環境整備、休暇の取得等
不妊治療と仕事との両立しやすい環境整備を図り、最初の休暇制度又は両立支援制度の利用者が
合計５日（回）以上利用した場合 １事業主当たり、30万円

（２）⾧期休暇の加算
休暇制度を20日以上連続して取得させ、原職に復帰させ３か月以上継続勤務させた場合
１事業主当たり30万円加算
申請:都道府県労働局雇用環境・均等部

両立支援等助成金(不妊治療両立支援コース）は
電子申請できます。 ご利用下さい。
両立支援等助成金｜厚生労働省 (mhlw.go.jp)
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助成金による中小企業支援
 働き方改革推進支援助成金(労働時間短縮・年休取得促進コース）（参考）

生産性を向上させ、労働時間の削減や年次有給休暇の促進に向けた環境整備に取り組む
中小企業事業主に対し助成（特に配慮を必要とする労働者に対する特別休暇として、不妊
治療のための休暇等の規定を整備することを含む） 助成上限額は最大730万円

※令和6年度の交付申請の受付は終了しました
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